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２０２３ 年度鬼ｔｌＴ農業ｉｉｉｔ協議会水Ｅ日 ４又益力強４ヒビジョン

ｌ　 ｔ域の作物搾Ｍの現状、ｔ域が抱え る課題

葹該鳬域は、 摂林業を中心ヽに発縦 し、 水口］に どめ る圭食篦水稲イヤイ才面積の割合が剔

７０ 曁、で、 転イヤ作物は野菜 ・果樹が多い。平坦庖減と 中山間逖減に分かれており 、平迂Ｌ地域

では水稲、野菜が主な作物であ るが、中 ＬＬＩＭ地域では、柚子、 栗、 宍粟が圭な作物と なっ

てい る。 獸路は、 黙鸚の２ つの崔の駅と 農協への芭荷が圭であ り、 肓洙八での消費が多

い。 最近ではｙ外の和菓子 メーカー と連携協定を結び、荊内の栗を 芭荷 して いる。

近年では農家の高齢化や兼業化の進行が著し く、 ル規模製家が多いため、祖い手への土

九の集積を進めている とこ ろである。平坦鳧減においても未整備の圃場は土覧のイェぽり 手が

なく 、農家数の減夕や将来の祖い手瘠えによ る荒廃農地の増加が深刻化 している状況であ

る。 こう した中、 水稲作付亙積の総枩が課鼈となっている。

また 中彭間地域を中心に、 サル、シカ、 イノ シシ等の鳥獣言に よる農作物の被害 も多 く、

防護柵の設置 も進めている が、 まだまだ十分 とはいえ ず、 高齢化に よる 狩猟者数の減爆も

あり 、鳥献言の被害が増加 している こと も荒廃農地の増加の一回と なっ てい る。

２　 高ＪＩ又益搾物の導入や転作作物等の・Ｍ・加価値の向上等による収ａ力
強４ヒに 『ａ』け た産ｔと して のミ組方針一 目標

現在、当剛においては農家の高齢化の進行が著し く、 水田 の白 己保を管ミ等の荒廃農地

が増加しつつ ある 。そ のよ うな 中で、祖い手農家を中 心ヽ に農地集積を行いなが ら、 農地を

適切に管ミしてい く必要がある 。　 ＪＡ の推奨作物‾反び当Ｆの振興作物１０脆目の推進を行い

なが ら、 社内農家の大半が芭荷 ・販売を行っている２ つの道の駅への芭荷の増加を促す。

３　 Ｓｊｉ｛ヒを含めた水ｍの有効１Ｊ Ｊｌｌに 『白』けた産ｔと してのミ組方針一 目標

現在、管内で畑地化け行っ ていない。中 畆愾地域における荒廃農地を増やさ ないため

に、 担い手農家を 中心ヽに農兆集積を行い、 萢ｙの振興脆目である 「栗」・ 「柚子」 の作付け

を行いながら畑地化の捉進を図 る。 ブロ ック ローテー ショ ンにおいては現在のと ころ行っ

ていない。これはローテーショ ンの体系を構築しやすい大規模な整備済みｍ揚が侫ないこ

とが要因であ る。 しか し、 重点支援期間 （令和３～５ 年度）に生憎済み回腸を中心ヽ にイ疋佐

を図る。

４　 作物 ごと のミ組方針等

（１ ）圭食ＪＩ米

コシ ヒカ リ、 あきたこまち、ヒ ノヒ カリ 、にこまるが主であり 、手ｊｌ！地域を中む

にコ シヒ カリ の・９一期栽培を実施している。前年の需要動［ｉｌｉ］ や集荷業者等の意『白』を勘

案しつつ、米の包。産をｆｉ－ う。

令ｉ；口 え年度よ り始まっ た県育成米「ひめの凛」の生産 ・ほ売の拡大を促進する

（２ ）非主食回米

ア　 飼料Ｊｉｌ米

肖ｍｌｒ特産品のキジを飼育するキジ農家で、キジヘの飼れと して飼料Ｊｉｌ米を混ぜ

て給餌している。 また、を農をａじてのミ組も推進している。 ま食Ｊｉｌ米からの転

作を進めながら、 担い手へのｔｔの集積も進めて作イ才けを拡大してい く。

イ　 ＷＣＳ　ｍ稲



ｍＴ ｒ大ｌ畜産農家か らの需Ｓがあ る。 圭食 Ｊｉｌ米から の転搾をまめ なが ら、 担い手へ

の土ｔの集積 も進め、 作イ才け を拡大し てい く。

ウ　 加工用米

県Ｉ宍Ｉ冷凍食呂 メーカーへの供給 とし てＩＩ又組がｉて きて おり 、今後も 生食Ｊ≡回米か

らの転作 を進めながら 作イ才け を拡大し てい く。

（４ ）麦 、大蚕。、飼料作物

麦、 大豆に関 して は、 生産性が低く ミ組は少ないが、 適期播種によ り生産性向上

を図 り、 現行の作イ才 ｉｉ積を維持する。

飼料搾物に関 して は、 圭食Ｊｉｌ米からの転やーを１１め なが ら、 担い手への土ｔの集積

と合わせ て、 作付 けを拡大 して いく。

（５ ）そ ば、 なたね

そばは、 ＩＬ産Ｉ：は少な く個人消費が１いが、 転作 とし て農地を保を して いく ため

にも ｜ｌχ。要であり 、Ｅ■行の作付Ｓ積を維持する。

なたねは、作付環境が当ｍＴに適していないので、１１又組を行っていない。

（６ ）ｔ力増進作物

ｔ力増進作物について は、 ｉｍＴに おいて一般白そＪ に普Ｒは して いな いが、水稲の作

付を一ｊ！休止し再開する場合の緑肥効果が期待でき 、イヒ学肥れに頼るこ とな く再開

でき るた め作暁け希望者が いれば推進し てい く。

（７ ）高 ｊｌ又益イヤ物

①　Ｆ菜

回丁 ｜宍】で は様４な種類の野菜の作イ才け を行って いる が、 小規模農家が１く 、また

１品種少量生産のため販売コス トもかかる。 中山間地域や条件；；Ｆ利地では、 稲の

イヤ イ才 けに ；Ｆ 「‘ｓ」 きな場所もあ り、 転イヤ作物と して農ｔを保をし てい くために も１で吸

であ る。 ほ売手数料や包装等の コス トの一部を支援す るこ とで農家所得の『白』 上を

回る とと もに生産量の維持 ・拡大を回る。

また、野菜の中でもな下の １０ 品目 について は、 地域振興作物として作付けを

推進 して いく。

・果菜類

果菜類の 串で 、「 きゅ うり 」、 「な す」 、「 ピーマン 」、 「ホオズキ」 は、 地域で振

興している作物であり 、主食Ｊｉｌ 米からの転作を進めながら、担い手へのｔ。覽の集

積も進めて、 作イ才け を拡大してい く。 特に 「き ゅう り」 について はｍＴのミ組とし

て作付けを推進してお りｌｌＴ Ｉ大ｌ外において今後需要が見込まれて いる。

一葉茎菜類

葉茎菜類の中 で、 「ア スパ ラガス」 、「ナバナ」 、「ホウ レン ソウ 」、 「キ ャベ ツ」、

「ブ ロッ コリ ー」 はｔ域で振興 して いる 作物であ り、 左。食回 米か らの転作 を進め

なが ら担 い手への ±１１の集積 も進めて 、作イ才 けを拡大 して いく 。「キャ ベツ 」、

「ブ ロッ コリ ー」 について は、 県内において十分な需要が見込まれる。

・イ モ類

イモ類の 中で 、「 さと いも 」は県内 にお いて十分な需要が見２まれ る。 主食Ｆ目

米か らの転作 を進めて 作イ才け を拡大し てい く。

②■樹■

「柚 子」 、「 ・」 の生産が圭で あり 。振興品 目と して 作イ才け を拡大し てい く。 「柚

子」 はｔｉ；の醸造所を中心に 手ｌｊｍ されてい る。 「Ｓ」は ｍＴ外和菓子 メーカー との

ミ組を進めて いる 。これら のｌｌ又組によっ てフＦ作付地等への新植や改桂を進め、作

付けを拡大すると とも に、 ｉ荷量を増加させてい く。 転作を推進する一方で、果



樹への転作に あた っては新桂後、ｉ荷で きる よう になるまでの数年『ＭＩは、その農

ｔにおいて収入を得られない状態と なり 、除草や施ＪＩＥなどコス トだけがかかる状

態と なる。このためコ ストの一部を新櫨 ２年目か らの ３年間において補助をする

こと によ り果樹への転作を促す。



Ｍ紙

５作物ごとの作イ才予 定ｒｉ積等

作物等

主食用米

備蓄米

飼料Ｊ≡目米

米粉ＪＩ米

新市場開拓Ｊ≡回米

ＷＣＳ用稲

加工■米

麦

大豆

飼料作物

一子 実Ｊ≡ＦＩと うも ろこし

そば

なたね

ｔ力 増進作物

高収益作物

・野菜

花き ・花木

・果樹

・その他の高収益作物

その他

・○○

畑地化
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